
 子育てをしていくうちに、どうしたらいいのか分からなくなるこ

とがあります。体罰や虐待はよくないと分かっていても、いろいろ

な状況や理由によっては、体罰や虐待をしてしまいそうになること

もあります。 

  「思わず子どもに体罰や虐待をしてしまいそうになる」 

 そんな時は、ひとりで抱え込まずに、信頼できる人や子ども家庭

支援センターにご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

練馬区子ども家庭支援センター 

体罰などによる子どもの身体と心への影響        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

繰り返される体罰は、 
子どもの心身・脳の発達に深刻な影響が生じる可能性があり
ます。体罰のほかにも、子どもをどなりつける・暴言で傷つける、

けなしたり笑いものにしたりするような言動や、子どもが見ている

前で家族や配偶者/パートナーに暴力をふるう・夫婦げんかをするこ

とも、子どもの心を傷つける心理的な虐待になります。 
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体罰や虐待により、脳へこのような影響があります。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体罰や虐待による子どもへの影響            
 体罰や虐待により、特に身体や心が大きく変化する幼少期の発達段

階に脳が傷を受けると、子どもの将来や大人になってからの人生にも、

さまざまな影響が及ぶことがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
身体 心 将来（思春期以降） 

●発育・発達が遅れる 

●心の原因により、難聴に

なる 

●知能が低下する 

●学習能力が低下する 

●情緒が不安定になる 

●感情を不自然に抑えるように

なる 

●強い攻撃性を持つようになる 

●健全な人間関係を結ぶことが

できない 

●問題行動を起こすようになる 

●自己肯定感が低くなる 

●うつ状態になる 

●自分を傷つけたいと思うよ

うになる 

●保護者に相談できず、非行・

犯罪に巻き込まれる 

●アルコールや、薬物に依存す

るようになる 

●保護者になった時に、自分の

子どもを虐待するようになる 

 

体罰により… 
前頭前野が萎縮(19.1%)する 
 感情や思考をコントロール、 
犯罪抑制能力にかかわる部分 
 ⇒素行障害や非行につながる 

暴言により… 
・脳の聴覚野が変形する 
 ⇒言葉の理解力が低下する 
 ⇒心因性難聴になりやすい 

ＤＶ曝露（家庭内の暴力を目撃する）により… 
視覚野が萎縮する 
 ⇒目から入る情報を最初にキャッチする力、記憶力が弱くなる 
 ⇒知能・学習能力が低下する 

（脳の画像提供：福井大学 友田明美 教授） 
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